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駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所
規
程

（
設
置
）

第
一
条

駒
澤
大
学
に
、
仏
教
経
済
研
究
所（
以
下「
研
究
所
」と
い

う
）を
設
置
す
る
。

（
目
的
）

第
二
条

研
究
所
は
、
建
学
の
理
念
に
基
づ
き
、
仏
教
と
経
済
に
関

連
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
三
条
　
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

（一）

研
究
会
及
び
講
演
会
の
開
催

（二）

図
書
及
び
研
究
紀
要
の
刊
行

（三）

研
究
図
書
・
資
料
の
収
集

（四）

国
内
外
の
同
種
の
研
究
団
体
及
び
関
係
す
る
諸
機
関
等
と

の
連
携
並
び
に
学
会
等
の
開
催

（五）

そ
の
他
研
究
所
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

（
職
員
）

第
四
条
　
研
究
所
に
次
の
職
員
を
置
く
。

（一）

所
長
　
一
人

（二）

副
所
長
　
一
人

（三）

所
員
　
若
干
人

二

所
長
及
び
副
所
長
は
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
本
学
専

任
教
員
の
中
か
ら
学
長
が
こ
れ
を
委
嘱
し
、
そ
の
任
期
は
二
年

と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

三

所
員
は
本
学
の
専
任
教
員
及
び
本
研
究
所
が
必
要
と
す
る
学

識
経
験
者
の
中
か
ら
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
こ

れ
を
委
嘱
し
、
そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を

妨
げ
な
い
。

（
所
長
及
び
副
所
長
）

第
五
条
　
所
長
は
、
研
究
所
を
代
表
し
、
研
究
所
を
統
括
す
る
。

二
　
副
所
長
は
、
所
長
の
職
務
を
補
佐
す
る
。

（
幹
事
）

第
六
条

所
長
及
び
副
所
長
を
補
佐
し
、
研
究
所
の
事
務
を
掌
る
た

め
、
研
究
所
に
幹
事
を
置
く
。

二

幹
事
は
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
所
員
の
中
か
ら
所
長

が
こ
れ
を
委
嘱
し
、
そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再

任
を
妨
げ
な
い
。

（
顧
問
）

第
七
条

研
究
所
に
必
要
な
助
言
を
与
え
、
事
業
の
円
滑
な
運
営
を

は
か
る
た
め
若
干
人
の
顧
問
を
置
く
。

二
　
顧
問
は
、
所
長
が
推
薦
し
、
学
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

（
運
営
委
員
会
）

第
八
条

研
究
所
に
は
、
運
営
に
関
わ
る
総
て
の
事
項
を
審
議
決
定

す
る
た
め
に
運
営
委
員
会
を
置
く
。

二

運
営
委
員
会
は
、
所
長
、
副
所
長
及
び
所
員
を
も
っ
て
構
成

す
る
。

（
研
究
員
）

第
九
条
　
研
究
所
に
、
研
究
員
を
置
く
。



一
五
八

二

研
究
員
は
、
本
研
究
所
で
行
う
研
究
活
動
に
参
加
を
希
望
す

る
本
学
の
大
学
院
学
生
及
び
大
学
院
学
生
と
同
等
ま
た
は
そ
れ

以
上
の
学
識
を
有
す
る
国
内
外
の
研
究
者
の
中
か
ら
、
適
任
者

を
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
所
長
が
委
嘱
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
運
営
費
）

第
十
条

研
究
所
の
運
営
費
は
、
駒
澤
大
学
の
年
間
予
算
、
寄
附
金

そ
の
他
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
規
程
の
改
廃
）

第
十
一
条
　
こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
大

学
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則

一
、
こ
の
規
程
は
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
、
こ
の
規
程
施
行
の
際
、
従
前
の
仏
教
経
済
研
究
所
規
程（
昭
和

四
十
一
年
四
月
一
日
制
定
）は
廃
止
す
る
。

駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所
運
営
組
織

所
長

仏
教
学
部
教
授

吉
津
　
宜
英

副
所
長
　
　
同

永
井
　
政
之

幹
事
　
　
　
同

長
谷
部
八
朗

研
究
所
員
　
駒
澤
大
学
名
誉
教
授

奈
良
　
康
明

同
　
　
　
　
同

岡
部
　
和
雄

同
　
　
　
　
仏
教
学
部
教
授

奥
野
　
光
賢

同
　
　
　
　
仏
教
学
部
教
授

四
津
谷
孝
道

同
　
　
　
　
経
済
学
部
教
授

松
井
　
柳
平

同
　
　
　
　
経
営
学
部
教
授

明
石
　
博
行

同
　
　
　
　
医
療
健
康
科
学
部
教
授

熊
坂
さ
つ
き

同
　
　
　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

学
部
教
授

川
崎
　
賢
一

同
　
　
　
　
総
合
教
育
研
究
部
教
授

西
村
　
祐
子

同
　
　
　
　
文
学
部
准
教
授

李
　
　
妍

同
　
　
　
　
足
利
工
業
大
学
名
誉
教
授

安
原
　
和
雄

同
　
　
　
　
駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師

小
山
　
一
乘

同
　
　
　
　
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授

柴
h

文
一

同
　
　
　
　
東
京
電
機
大
学
特
任
教
授

工
藤
　
　
豊

研
究
員

青
田
　
英
策

同

伊
東
　
徹
真

同

伊
藤
　
良
久

同

岩
井
　
貴
生

同

大
戸
　
章
義

同

大
久
保
一
‡

同

小
畑
　
嘉
丈

同

加
藤
　
隆
一

同

川
戸
　
和
史

同

木
村
佐
慧
子

同

小
泉
　
治
久

同

小
谷
　
能
久



研
究
員

胡
　
　
建
明

同

駒
ヶ
嶺
法
子

同

齋
藤
　
　
滋

同

斎
藤
　
　
博

同

薩
佐
久
仁
子

同

佐
藤
　
敬
之

同

篠
田
　
昌
宜

同

柴
田
　
文
彦

同

清
水
　
秀
男

同

志
村
　
富
子

同

高
橋
　
正
巳

同

高
山
　
秀
嗣

同

田
辺
　
忠
史

同

千
葉
　
　
正

同

都
通
憲
三
朗

同

辻
井
　
清
吾

同

寺
下
　
英
明

同

時
田
　
仁
弘

同

徳
野
　
崇
行

同

中
條
　
道
昭

同

成
田
　
英
道

同

花
野
　
充
道

同

比
嘉
　
峻
岳

同

秀
島
　
義
朗

研
究
員

藤
本
　
典
嗣

同

藤
原
　
　
敦

同

三
土
　
修
平

同

山
口
　
裕
樹

同

山
下
　
行
雄

同

山
本
　
元
隆

同

横
井
　
教
章

同

吉
田
　

邦

同

米
山
　
　
進

同

渡
辺
　
和
樹

同

和
田
真
理
子

（
平
成
二
十
四
年
四
月
現
在
）

平
成
二
十
三
年
度
活
動
報
告

一
、
研
究
紀
要
発
行
、『
仏
教
経
済
研
究
』
第
四
十
号
、
平
成
二

十
三
年
五
月
三
十
一
日

二
、
例
会
発
表
（
毎
週
火
曜
日
、
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
、
第
二

研
究
館
七
階
会
議
室
に
て
）

平
成
二
十
三
年
五
月
十
日
、
吉
津
宜
英
「
仏
教
と
人
権
―
―
日

本
の
社
会
へ
の
仏
教
の
定
着
を
問
う
―
―
」

五
月
十
七
日
、
小
山
一
乘
「
教
科
「
宗
教
」
と
教
員
免
許
制
に

つ
い
て
」

五
月
二
十
四
日
、
西
村
祐
子
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
エ
コ
サ

一
五
九



ン
ト
イ
レ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
―
―
イ
ン
ド
と
の
比
較
の
視

点
か
ら
―
―
」

五
月
三
十
一
日
、
辻
井
清
吾
「
経
営
者
の
宗
教
的
・
社
会
的
義

務
観
―
―
鈴
木
馬
左
也
と
越
後
正
一
を
事
例
に
し
て
―
―
」

六
月
七
日
、
岩
井
貴
生
「
西
田
哲
学
と
華
厳
思
想
」

六
月
十
四
日
、
薩
佐
久
仁
子
「
ふ
さ
の
国
の
古
墳
群
と
地
域
の

自
律
―
―
装
置
と
し
て
の
景
観
づ
く
り
の
試
み
―
―
」

六
月
二
十
一
日
、
工
藤
　
豊
「
明
治
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

形
成
―
―
日
清
戦
争
勝
利
に
み
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚

―
―
」

六
月
二
十
八
日
、
斎
藤
　
博
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
の
問
題
点
」

七
月
五
日
、
都
通
憲
三
朗
「
中
国
の
伝
統
都
市
と
民
間
信
仰

―
―
臨
水
夫
人
と
五
帝
神
―
―
」

七
月
十
二
日
、
加
藤
隆
一
「
自
由
主
義
経
済
の
も
と
で
我
々
は

仏
教
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
―
―
ハ
イ
エ
ク
と
大
乗
仏
教

―
―
」

七
月
十
九
日
、
長
谷
部
八
朗
「
高
尾
山
信
仰
短
見
」

九
月
二
十
日
、
松
井
柳
平
「
所
有
権
の
社
会
的
分
布
に
つ
い

て
」

九
月
二
十
七
日
、
徳
野
崇
行
「
曹
洞
宗
に
お
け
る
追
善
供
養
の

近
代
化
―
―
「
死
者
供
養
」
か
ら
「
先
祖
供
養
」
へ
―
―
」

十
月
四
日
、
岩
井
貴
生
「
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
存
在
価
値

―
―
白
隠
禅
師
の
『
辺
鄙
以
知
吾
』（
へ
び
い
ち
ご
）
か
ら

の
一
考
察
―
―
」

十
月
十
一
日
、
明
石
博
行
「
三
・
一
一
後
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
を
考
え
る
」

十
月
十
八
日
、
千
葉
　
正
「
日
本
仏
教
に
お
け
る
宿
業
説
の
展

開
」

十
月
二
十
五
日
、
時
田
仁
弘
「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
イ
ッ
テ
ン
考
」

十
一
月
一
日
、
岡
部
和
雄
「
吉
川
幸
次
郎
と
仏
教
―
―
再
論
と

補
足
―
―
」

十
一
月
八
日
、
小
畑
嘉
丈
「
政
教
社
人
脈
の
思
想
動
向
」

十
一
月
十
五
日
、
横
井
教
章
「
被
葬
者
身
辺
の
刃
物
の
習
俗
に

つ
い
て
」

十
一
月
二
十
二
日
、胡
　
建
明
「
知
之
一
字
、衆
禍
之
門
―
―
宋

代
禅
宗
に
お
け
る
宗
密
心
性
思
想
の
誤
解
に
つ
い
て
―
―
」

十
一
月
二
十
九
日
、
辻
井
清
吾
「
鴻
池
家
の
史
的
変
遷
に
見
る

家
訓
と
信
仰
の
意
義
」

十
二
月
六
日
、
寺
下
英
明
「
維
摩
経
推
考
」

十
二
月
十
三
日
、
安
原
和
雄
「「
三
・
一
一
」
後
の
「
日
本
再
生
」

構
想
―
―
脱
原
発
、
脱
日
米
安
保
、
地
球
救
援
隊
を
め
ざ
し

て
―
―
」

十
二
月
二
十
日
、
池
田
魯
参
「『
伝
光
録
』
投
子
代
付
説
の
現

代
的
意
義
」

平
成
二
十
四
年
一
月
十
日
、
奥
野
光
賢
「『
曹
洞
宗
立
宗
の
精

神
』
と
は
何
か
」

一
月
十
七
日
、
永
井
政
之
「“

水
野
梅
曉‘

考
―
―
そ
の
序
章

―
―
」

一
六
〇



海
外
交
流
・
協
力
部
門
活
動

平
成
二
十
三
年
、
四
月
八
、
九
、
十
日
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市

広
田
保
育
所
に
て
、
幼
児
用
エ
コ
サ
ン
ト
イ
レ
を
四
基
製
作

（
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
支
援
）

平
成
二
十
四
年
、
二
月
六
日
〜
十
四
日
、
南
イ
ン
ド
・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
学
生
三
名
が
渡
印
（
和
田
真
理
子
仏
教

経
済
研
究
所
研
究
員
が
現
地
指
導
）

一
六
一



平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
　
発
行

発
行
所
　
　
駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

代
表
者
　
吉
　
　
津
　
　
宜
　
　
英

東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
一
丁
目
　

電
話（
〇
三
）三
四
一
八
―
九
二
三
二

印
刷
所
　
　
群

馬

書

籍

印

刷

株

式

会

社

群
馬
県
高
崎
市
島
野
町
八
九
〇

電
話（
〇
二
七
）三
五
二
―
二
八
二
二
㈹

編
　
集
　
後
　
記
　

『
仏
教
経
済
研
究
』
第
四
十
一
号
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
ご
協

力
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
昨
年
の
三
月
十
一
日
に
起
き
た
大
地
震
に
よ
り
日
本
国
は

昭
和
二
十
年
の
敗
戦
以
来
の
大
き
な
混
乱
を
経
験
し
、
そ
れ
は
今
も

継
続
し
て
お
り
ま
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
の
大
地
震
は
日
本
国
の
す
べ
て
を
問
い
直
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
政
治
や
経
済
の
世
界
は
言
う
に
及
ば
ず
、
教
育

や
宗
教
の
あ
り
方
も
考
え
な
お
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
言
え
ま
し

ょ
う
。
ど
ん
な
分
野
の
人
も
一
日
本
人
と
し
て
、
自
分
の
人
生
を
考

え
、
日
本
の
行
く
末
を
思
い
、
悩
む
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

仏
教
経
済
研
究
所
も
平
成
二
十
六
年
の
大
学
基
準
協
会
の
評
価
に

向
け
て
、
現
在
自
己
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
回
の
例
会
、
一

冊
の
紀
要
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
一
行
の
発
信
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
世
の

中
を
益
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
所
長
　
吉
津
宜
英
）
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